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本事業での実施事項

令和3年度の実施事項として以下①～④を提案し、事業を実施。

１．さらなる「民間施設の拡充」に向けて

■提案①

武道施設データベースの情報拡充と改修

２．「ツーリズムの深掘り調査」の推進

■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

■提案③

地域内推進関係者へのグループインタビューの実施

【概要】
令和2年度事業で回答を得た施設のリストを該当の地域スポーツコミッションに提示。
地域スポーツコミッション経由で未回答施設に対し、回答協力要請を依頼することで、民間施設や

取り組みに積極的な施設からの回答拡充を図る。
※アンケートの形式は、令和2年度のWebフォームを活用することで、効率化を図る。

【概要】
令和2年度事業でアンケートに回答した施設の中で、「外国人を受入れ可否について『要相談』」と

回答した施設の課題や、受入れ実績が豊富で成功事例に該当する施設に対し、追加でヒアリング調
査を実施し、その要因分析や解決策の検討につなげる。

【概要】
協力を得られた主体を対象に、グループインタビューを実施。施設や周辺の協力者の取組みについ

てヒアリングすることで、推進に必要な要素を抽出し、地域内の合意形成やさらなる取組みの推進の
きっかけを提示する。

■提案④

利活用促進オンラインセミナーの開催

【概要】
日本スポーツツーリズム推進機構（JSTA）との連携を求め、スピーカーや実施内容を協議の上、
令和3年度の実施事項を通して、取り組み進捗や武道ツーリズム推進のためのデータベース利活用

のためのセミナーを開催し、自治体、旅行事業者、関係団体、企業への周知を図る。

武道関係施設データベースの拡充及び利活用の促進

３．顕在化した情報の「利活用」の推進
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■提案①

武道施設データベースの情報拡充と改修

武道施設データベースの改修により「武道施設情報検索システム」と「GoogleMap」の機能の連動を実
現。調査事業を通して、施設情報を追加し1,868件を掲載（令和3年度1,850件より18件の追加）。
2/28「武道ツーリズム認知拡大のための検討会」、3/9「武道ツーリズムオンラインミーティング」で参加者に
データベースを紹介。

【令和２年度事業】

日本全国武道場へのアンケート調査を実施。
1850件の武道施設の基本情報や武道
ツーリズム受け入れ実績をWeb上に可視化

【令和３年度事業】

武道施設等へのヒアリング調査等を通し、1868
件の施設情報を掲載・検索システムとマイマップ
の機能を連動 （改修を実施↓）

進化拡充

都道府県 施設名 公共・民間

愛知県 新陰流兵法道場 春武館 民間
愛知県 ノーティーカラテアカデミー本部道場 民間
沖縄県 沖縄空手会館 公共
埼玉県 上尾市民体育館 公共
埼玉県 西水庵道場 民間
静岡県 八光流柔術 草薙道場 民間
静岡県 洗心岩倉道場 民間

大阪府 本部流総本部 民間
大阪府 武道 格闘技 日本拳法 大阪 都島 民間

東京都 武蔵一族 本陣道場 民間
東京都 国際武道国際武道正風会 日本傳柔術研究会柔徳塾 民間
東京都 特定非営利活動法人 インターナショナル合気道協会 民間
東京都 戸山流備前会 民間
福岡県 合気護身術 武ノ風 民間

兵庫県 沖縄傳湖城流空手道林山会 公共
北海道 合氣護身術大東流無傳塾 公共
和歌山県 公益財団法人和歌山県柔道連盟 藤村茂記念 柔道会館 民間

兵庫県 兵法武術研究会 民間

■令和３年度事業でデータベースに追加した道場
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■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

武道ツーリズムの担い手となる道場・地域スポーツコミッション・観光DMO・自治体等計25件に
ヒアリングを行い、共通課題や取り組みを顕在化し、各者が担うべき役割や、推進にあたっては
地域内での「合意形成」が重要であること等を考察した。
※以下、下線のヒアリング対象6件は、別事業・武道ツーリズムネットワーク構築・強化事業で進行。
※ヒアリングの詳細報告については、別添資料参照。

都道府県 武道関連施設（道場）

北海道
福島県

日本総合武術研究会（総合武術）
溝口派一刀流剣術（剣道）

東京都

埼玉県

戸山流備前会（居合道）
弓馬術礼法小笠原教場（弓馬術）
合気会本部道場（合気道）
武蔵一族 本陣道場（忍術）
静仙洞ユーアイ弓道場（弓道）

静岡県 武修館剣道場（剣道）

奈良県

和歌山県
兵庫県

合氣道萬葉塾（合気道）
川上村武道場（剣道）
合気道田辺道場（合気道）
公益財団法人 修武館（剣道）

福岡県
沖縄県

錬志会館（空手）
琉翔館総本部（空手）
赤嶺空手道場（空手）
浦添市民体育館（空手）

自治体（地域）名 種別 自治体・団体・事業者

山形県村山市 居合道 ・村山市役所

福島県
会津若松市

剣道 ・会津若松市観光課
・会津若松観光ビューロー

石川県金沢市 弓道 ・金沢文化スポーツコミッション

和歌山県
田辺市

合気道 ・田辺市スポーツ振興課
・田辺市観光振興課
・田辺市熊野ツーリズムビューロー

熊本県大津市 剣道、居合道 ・大津町役場商業観光課
・肥後おおづ観光協会

沖縄県 空手道 ・沖縄県庁
・沖縄観光コンベンションビューロー
・沖縄伝統空手道振興会
・アゲシオジャパン（旅行事業者）
・JTB沖縄
・沖縄空手会館

１.武道ツーリズム取り組み団体への個別ヒアリング調査

■道場への調査

■自治体・観光団体・事業者等への調査
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大項目 設問 詳細

インバウンドの受入
を始めた時期と背景

受入の時期 早い施設で1950年ごろより

取組の背景 指導者との縁（指導者が海外で指導した際に感動し、日本でさらに指導
を受けたいなど）や、知人からの依頼をきっかけとして受け入れを始めた施
設が多い。

参加者について 国 欧米からの参加が多い。各武道とも欧米に道場が多く、指導者が指導に
行くことが多いことが背景にある。

武道レベル ・空手や剣道は中級者以上が多い。
・真剣を使用する居合道などは海外でできる場所も少ないため初級者が
多い。

参加理由 「海外で教わった際に接してより深く教えたもらいたい」、「本場（日本）で
本物の体験をしたい」、「聖地で稽古をできることに対する憧れ」などが参加
理由として多い。

訪日における武道
体験の位置づけ

初級者においては「訪日旅行における1コンテンツとしての楽しみ」というケー
スが多いが、中級者や上級者については「とにかく武道をしたい」という主目
的のケースも見られる。

提供している体験プ
ログラムについて

申し込み方法 道場のホームページから、あるいはメール等で直接申し込むケースが多く、
旅行会社等を経由しての申し込みは少ない

内容 ・「参加者の希望に応じて内容を決定する」「あらかじめ構成した体験専用
プログラム」「一般稽古への参加」とに分かれるが、「参加者の希望に応じて
内容を決定する」ケースの比率が高い。

時間と価格 ・時間も道場により異なるが2時間前後が多い。
・外国人向けの体験を商売として行う施設（道場）は稀で、対価を受け
取らないケースも少なくない。費用を受け取る場合でも実経費分のみ
というケースは多い。

外国人を受け入れ
たメリットと課題

外国人受入れのメ
リット

外国人を受け入れるなかで「世界の人と触れあうことができる喜びを感じ
る」という指導者が多い。嫌な思いをしたり、今後は受け入れたくないという
施設は見られない。

課題 道場へのヒアリングでは、外国人受入れに関する課題は特にないという回
答が多い。
しかし、現場では指導者の高齢化が進んでいる。また、価格を受け取らな
い施設が多いことなども含め、持続可能性について不安な点も見られた。

＜ヒアリング項目と回答の傾向報告＞

■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

１.武道ツーリズム取り組み団体への個別ヒアリング調査

本調査によるヒアリング項目や設問の回答傾向を以下にて報告する。
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大項目 設問 詳細

武道ツーリズムに取
り組み始めた時期と
背景

取組開始時期 2017年～2019年頃が多い。

取組の背景 ・背景は“武道発祥の地であることを活かす“、”大会開催を通して可能
性を感じた”という声が多く聞かれた。また、その当時スポーツ庁が武道
ツーリズムを重点テーマとして設定していることを踏まえ、地域の観光施策
推進策の一つとして取組開始

取組について 事業の形態 ・自治体が観光協会、観光ビューローに委託して事業を推進するケース
が多い。
→受託者側の役割、業務範囲は異なるが、おおむねこのパターン

取組開始にあたり まずは関係者間による協議、話し合い。
自治体、観光推進団体、旅行会社、地域の武道連盟、受け入れ先と
なる施設等が参加。

この話し合いで具体的な役割等について合意形成ができれば商品造成
までスムーズに進む可能性が大きくなる

造成した商品（体
験プログラム）につ
いて

造成にあたり重視した
こと

・「感動体験」（参加者が忘れられなくなる体験）
・その土地と武道との関連性を知ることのできる内容とすること

内容 ・あらかじめ内容と価格を決めた商品としているケースが多い。

価格設定 ・長く続けていくためにも、関係者にとって必要な金額が行き渡るように設
定している。

課題（商品造成ま
で至った地域）

武道の訴求力
「なぜ、その地でその
武道なのか・」

取組んでは見た者の、その地で武道をする理由を明確にPRできず販売
拡大の難しさを感じるという地域が複数見られた。

コロナで販売が進まず 「販売開始後すぐにコロナ感染拡大の影響を受けて外国人が訪日でき
なくなった」、「モニターツアー実施まで行ったところでコロナが広がった」など、
これからというタイミングでコロナが感染拡大したことにより、各地域とも本
格的な販売強化ができない状況にある。

＜ヒアリング項目と回答の傾向報告＞

■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

１.武道ツーリズム取り組み団体への個別ヒアリング調査

本調査によるヒアリング項目や設問の回答傾向を以下にて報告する。
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■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

対象 武道ツーリズム推進に向けた役割 組織の意義 特有の課題

国 ・地域振興のための政策の立案・実行
・モデル事業の推進による優良事例の創出
・マーケット調査やプロモーション

スポーツによる地域
活性

各地域での取組モデル増加
自治体等への情報提供

自治体 ・自治体単位での施策の展開、旗振り
・マーケット調査やプロモーション
・道場への協力依頼

資源の発掘による
自地域の活性化

マーケティング戦略
中長期での推進計画立案
政策の旗振り

推進団体
※DMO、観光
協会、地域SC
等

・検討委員会の推進、各社の役割分担
・商品化に向けた試行の実践

公共・民間のハブ
機能、観光等の振
興

地域の合意形成
選ばれるための理由づくり
政策実施の資金調達

旅行
事業者

・国内、海外への誘客営業
・道場と連携した顧客満足度の追究
・予約管理、精算、各種調整手配業務

顧客満足度の創
出、マネタイズ

顧客（量・質）の拡大
業界知識・人脈の形成

道場 ・見る、する、プログラムの提供
・安全管理

普及（道場の発
展）

人材育成を含む受入環境整
備

連盟・統括
団体等

・所属道場や流派への啓蒙 普及（プレゼンス
の向上、すそ野の
拡大）

普及を念頭においた商材化
への理解

【関係者の役割・意義・課題の整理】

【武道ツーリズムの推進に向け目指すサイクル】

旅行事業者

国

旅行者・愛好家

道場
連盟・統括団体

観光・スポーツ等
推進団体

自治体

合意形成による各者の
協力体制構築が必要

送客
顧客満足

事業化の
支援

政策支援

政策
支援

好感体験
広義での「普及」

交流人口拡大による地域の活性化

２.地域関係者へのヒアリング・課題整理

ヒアリング調査を通して、地域のツーリズム推進のために、それぞれが必要とされている役割や課題を
考察した。令和4年度の「合意形成」に向けては、これらを前提とすることが重要。

誘客における地域の活性化をゴールとした場合、以下にプロットされた関係者がそれぞれの役割を担
いながら協力し合う体制が必要と考察。
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■提案②

武道施設や関係者への「武道ツーリズム深掘り調査」

調査を実施した
地域を観光×武道資源の軸で分類（案）

【ヒアリング結果】
地域の武道ツーリズム推進のポイント

①一重に「武道ツーリズム推進」といっても、地域の環境や特性により、課題や推進の方向性は異なる。

②今後の推進にあたっては、下記の通り、地域を観光・武道の訴求力の軸で４つの象限にプロットし、
発展の傾向や共通課題を捉える試みが有効と考察。
※明確な基準は必要性含め今後検討

③それぞれの共通課題や取組み方向性を検証し、他地域の参考になる手引きや事例集を示し今年度
以降、全国の取組み機運を高めたい。また、今後は以下4象限におけるそれぞれの課題やコンテンツ
造成の在り方を模索していく必要がある。

２.地域関係者へのヒアリング・課題整理

ヒアリング調査を通して、地域のツーリズム推進のために、それぞれが必要とされている役割や課題を
考察した。令和4年度の「合意形成」に向けては、これらを前提とすることが重要。

※上記のプロットは今後、各地域の推進を同時進行的に計画する上で、イメージした分類案であり、
4象限の区分にあたっての明確な指標等は未設定です。
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■提案③

地域内推進関係者へのグループインタビューの実施

自治体（地域）名 種別 グループインタビュー対象者

山形県村山市 居合道

・村山市 商工観光課
・村山市 観光物産協会
・村山市 まちおこし協力隊
※コンテンツ造成を後押しされた村山市前副市長

も途中からご同席

福島県会津若松市 剣道
・会津若松市観光課
・会津若松観光ビューロー
・東武トップツアーズ株式会社

本グループインタビューを通して、地域のツーリズム推進の取組みを深掘りし、今後の発展（販売拡大）
に向けて必要なことをヒアリング。また、ヒアリングを通して、地域とスポーツ庁とのパイプの形成や、地域内の
合意形成や課題の共有化もねらいとして実施した。
※ヒアリングの詳細報告については、別添資料参照。

項目 内容 備考

日時

①令和4年3月14日 14－15時
対象：山形県村山市

②令和4年3月16日 14－15時
対象： 福島県会津若松市

※個別ヒアリング調査を
経て、コンテンツ造成まで
至っている2地域を本事
業の対象として選定

場所
オンライン形式
※Zoomを利用

参加者
・スポーツ庁 参事官 地域振興担当
・株式会社JTBコミュニケーションデザイン
・株式会社矢野経済研究所

ヒアリング項目 ※抜粋

・取組みの背景
・合意形成に至るまでの経緯
・関係者の役割、メリット
・商品造成にあたって
・販売の課題
・スポーツ庁への要望

※ヒアリング記録は別添
資料にて報告

■実施概要

■実施対象2地域6者について
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国内関係者に向けた、武道ツーリズムの事例共有や、スポーツ庁の取組みを紹介し、推進の機運を高めるため
にオンラインセミナーを開催した。また、2部では別事業「武道ツーリズムネットワーク構築・強化事業」の取組みとし

て、関係者間の「ネットワーク」を高めるためのオンラインミーティングを実施した。

令和4年３月９日（水） 14:30－16:30
オンライン開催

□開催日時

□次第

＝１部：基調講演及び事例紹介＝
（１）主催者代表挨拶
（２）基調講演

大阪体育大学学長／日本スポーツツーリズム推進機構代表理事
原田 宗彦氏 「武道ツーリズムコンテンツによる地域振興の可能性」

（３）今年度スポーツ庁事業の取り組み紹介
（４）事例紹介

①山形県村山市商工観光課 片桐 諒氏
「居合道で街おこし～自治体としての武道ツーリズム創出の取組み」

②一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）
企画・施設事業部 企画課 山城 圭之慎氏
「沖縄空手をテーマとした新観光素材商品化の取組み」

③Ageshio Japan 株式会社 COO 古田 桂一氏
「デジタルを活用した武道のオンライン稽古の取り組み」

＝２部：ネットワーキング＝
各事例紹介の登壇者をモデレーターに３つのルームに分かれ、相互交流を実施。
◆ルーム①片桐氏（村山市）「テーマ：地域資源を生かしたコンテンツづくり」
◆ルーム②山城氏（OCVB）「テーマ：地域一体でのコンテンツ展開」
◆ルーム③古田氏（Ageshio Japan）「テーマ：デジタル×武道ツーリズム」

■提案④

利活用促進オンラインセミナーの開催

本事業での
取組み

別事業

「武道ツーリズム
ネットワーク構
築・強化」事業

での取組み
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■提案④

利活用促進オンラインセミナーの開催

76名
※最終実績としての参加者数
※自治体、地域スポーツコミッション、大学教授、道場、競技団体、観光事業者等
全国各地からの参加がみられ、オンラインの特性を活かし、それぞれの取組みや課題を共有した。

□参加者数

□参加者の業種

✓自治体、地域スポーツコミッション、武道
関係者、旅行事業者、観光団体等、
幅広い業種からの参加がみられた。

✓旅行事業者の参加が37％と最多。

✓次いで、スポーツ・武道団体が14％

□基調講演の概要紹介

所属 テーマ 要旨

大阪体育大学
学長
原田 宗彦氏

武道ツーリズムコン
テンツによる地域
振興の可能性

スポーツツーリズム需要拡大戦略における「武道ツーリズム推
進の背景」や、全国での武道ツーリズムの取組み、マーケティ
ングの必要性や、コロナ禍を踏まえた推進の在り方について、
講演を通して提言いただいた。
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■提案④

利活用促進オンラインセミナーの開催

□事例紹介の概要紹介

所属 テーマ 要旨

山形県村山市
商工観光課
片桐 諒氏

居合道で街おこし
～自治体としての
武道ツーリズム創
出の取組み

村山市の武道ツーリズム
が市のワークショップでの
アイディアで生まれ、その
後関係者との合意形成
により商品化に至った
プロセスや課題を紹介。

沖縄観光コンベ
ンションビューロー
山城 圭之慎氏

沖縄空手をテーマ
とした新観光素材
商品化の取組み

「守・破・離」の概念を用
いたフレームワークにより
ライト層～コア層までを
ターゲットとした沖縄空手
コンテンツ創出の取組み
を紹介。

Ageshio Japan 
株式会社 COO
古田 桂一氏

デジタルを活用し
た武道のオンライン
稽古の取組み

合気道の海外門下生
向けオンライン稽古の
や、国内ビギナー向けの
オンライン空手体験等、
コロナ禍ならではのデジ
タルを活用した武道ツー
リズムの取組みを紹介。

□スポーツ庁事業の取組み紹介

所属 テーマ 要旨

株式会社JTB
コミュニケーション
デザイン
荒内 勇人

今年度スポーツ庁
事業の取組み
紹介

令和3年度事業での
調査事業、武道施設
データベース改修等
事業の取組み紹介と
今後の推進にむけた
考察を報告。


	1.210827日本総合武術研究会（北海道札幌市）.pdf
	2.210818静仙洞ユーアイ弓道場様（埼玉県秩父市）
	3.211026武蔵一族様（東京都港区）
	4.210816合気会本部道場様（東京都新宿区）
	5.210807弓馬術礼法小笠原教場様（東京都世田谷区）
	6.210806戸山流備前会（東京都町田市）
	7.211015武修館剣道場様（静岡県三島市）
	8.210823合気道萬葉塾（奈良県橿原市）
	9.210824川上村武道場様（奈良県川上村）
	10.210819合気道田辺道場様（和歌山県田辺市）
	11.210825公益財団法人修武館（兵庫県伊丹市）
	12.211221錬志会館様
	13.211115赤嶺空手道場（沖縄県豊見城市）
	14.211115琉翔会総本部（沖縄県豊見城市）
	15.中表紙２
	16.210830山形県村山市
	17.211117沖縄県空手振興課様
	18.211119OCVB様
	19.211118空手会館（沖縄県豊見城市）


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


